


　１　個別事項

（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

1
富士市
岩淵

1881-1 132 と 31 山林 0.0372 ｽｷﾞ 77
林小班
の一部

2021.7.30
５年

(2027.3.31)

2
富士市
岩淵

1890 132 と 48 山林 0.0737 ｽｷﾞ 67

3
富士市
中之郷

4484-25 134 は 26 山林 0.1537 ﾋﾉｷ 56

4
富士市
中之郷

4296-36 134 ほ 80 山林 0.0350 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 58
林小班
の一部

5
富士市
中之郷

4482-115 134 ほ 12 山林 0.1041 ﾋﾉｷ 54
林小班
の一部

6
富士市
中之郷

4482-17 134 ほ 38 山林 0.0039 ﾋﾉｷ 68

7
富士市
中之郷

4482-18 山林 0.1652

8
富士市
中之郷

4482-142 134 は 48 山林 0.0495 ﾋﾉｷ 46
林小班
の一部

9
富士市
中之郷

4296-31 134 ほ 80 山林 0.0320 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 58
林小班
の一部

10
富士市
中之郷

4482-137 134 ほ 10 山林 0.0727 ﾋﾉｷ 36
林小班
の一部

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

経 営 管 理 実 施 権 配 分 計 画

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

11
富士市
中之郷

4482-141-
007

134 は 79 山林 0.0429 ｽｷﾞ 57 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

12
富士市
中之郷

4482-28 134 は 23 山林 0.0561 ﾋﾉｷ 65

13
富士市
中之郷

4482-29 134 は 21 山林 0.0469 ﾋﾉｷ 58

14
富士市
中之郷

4484-22 134 は 20 山林 0.0793 ﾋﾉｷ 58

15
富士市
中之郷

4482-135 134 ほ 11 山林 0.1252 ﾋﾉｷ 59
林小班
の一部

16
富士市
中之郷

4296-33 134 ほ 80 山林 0.0409 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 58
林小班
の一部

17
富士市
中之郷

4482-61 134 ほ 3 山林 0.2228 ﾋﾉｷ 39

18
富士市
中之郷

4482-62 134 ほ 4 山林 0.1325 ﾋﾉｷ 59

19
富士市
中之郷

4482-64 山林 0.0158

20
富士市
中之郷

4483-28 134 ろ 50 山林 0.0396 ﾋﾉｷ 50

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

21
富士市
中之郷

4483-30 134 ろ 48 山林 0.0876 ﾋﾉｷ 56 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

22
富士市
中之郷

4484-2 山林 0.0325

23
富士市
岩淵

1859 132 と 26 山林 0.2469 ｽｷﾞ 72

24
富士市
岩淵

1857-1-001 132 と 28 山林 0.0429 ﾋﾉｷ 65

25
富士市
中之郷

4306-1 134 ほ 92 山林 0.2733
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

66

26
富士市
中之郷

4306-2 134 ほ 93 山林 0.0578
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

66

27
富士市
中之郷

4306-3 山林 0.0244

28
富士市
中之郷

4306-4 山林 0.0138

29
富士市
中之郷

4296-10 134 ほ 70 山林 0.0378 ｽｷﾞ 58
林小班
の一部

30
富士市
中之郷

4296-127 山林 0.0044

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

31
富士市
中之郷

4482-141-
012

134 は 71 山林 0.0429
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

52 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

32
富士市
中之郷

4296-83 134 へ 57 山林 0.0207
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

58
林小班
の一部

33
富士市
中之郷

4296-84 山林 0.0121

34
富士市
中之郷

4296-117 山林 0.0014

35
富士市
中之郷

4482-105 134 ほ 17 山林 0.0942 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 65

36
富士市
中之郷

4482-37 134 は 42 山林 0.0033 ﾋﾉｷ 56

37
富士市
中之郷

4482-76 134 ほ 54 山林 0.0975 ﾋﾉｷ 60

38
富士市
中之郷

4482-111 134 ほ 21 山林 0.0254
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

53

39
富士市
中之郷

4482-188 134 ほ 22 山林 0.0289
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

53

40
富士市
中之郷

4484-28 134 は 29 山林 0.0476 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 61

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

41
富士市
中之郷

4484-29 山林 0.0003 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

42
富士市
中之郷

4482-141-
013

134 は 82 山林 0.0456 ﾋﾉｷ 63

43
富士市
中之郷

4483-23 134 ろ 61 山林 0.1464 ﾋﾉｷ 65

44
富士市
中之郷

4484-6 134 は 9 山林 0.0376 ﾋﾉｷ 62

45
富士市
中之郷

4296-60 134 へ 59 山林 0.0433 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 58
林小班
の一部

46
富士市
中之郷

4482-129 134 ほ 15 山林 0.2714 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 65

47
富士市
中之郷

4482-131 134 ほ 10 山林 0.0571 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 36
林小班
の一部

48
富士市
中之郷

4296-56 134 へ 59 山林 0.0793 ﾋﾉｷ 67

49
富士市
中之郷

4299 134 ほ 64 山林 0.0244 ﾋﾉｷ 60

50
富士市
中之郷

4482-118 134 ほ 12 山林 0.0895 ﾋﾉｷ 54

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

51 134 ほ 8 ﾋﾉｷ 63 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

52
富士市
中之郷

4482-138 134 ほ 11 山林 0.0380 ﾋﾉｷ 59

53
富士市
中之郷

4482-139 134 ほ 10 山林 0.0469 ﾋﾉｷ 54

54
富士市
中之郷

4482-74 134 ほ 55 山林 0.1206 ﾋﾉｷ 62

55
富士市
中之郷

4296-54 134 へ 59 山林 0.0568 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 58

56
富士市
中之郷

4482-81 134 ほ 26 山林 0.0996
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

53

57
富士市
中之郷

4482-13 134 ほ 39 山林 0.1490 ﾋﾉｷ 55

58
富士市
中之郷

4482-46 134 は 47 山林 0.0849 ﾋﾉｷ 46

59
富士市
中之郷

4482-71 134 ほ 51 山林 0.0915 ﾋﾉｷ 47

60
富士市
中之郷

4482-102 134 ほ 19 山林 0.0323 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 57
林小班
の一部

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

61
富士市
中之郷

4482-103 山林 0.0023 2021.7.20
5.7年

(2027.3.31)

62
富士市
中之郷

4482-141-
002010

134 は 80 山林 0.0875 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 56 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

63
富士市
中之郷

4483-21 134 は 10 山林 0.1656 ﾋﾉｷ 63

64
富士市
中之郷

4484-4 134 ろ 59 山林 0.0971 ﾋﾉｷ 60

65
富士市
岩淵

1857-1-017 132 と 24 山林 0.3349 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 53

66
富士市
岩淵

1857-1-018 132 と 25 山林 0.6739 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 62

67
富士市
岩淵

1880 132 と 35 山林 0.2961 ﾋﾉｷ 61

68
富士市
中之郷

4484-10 134 は 12 山林 0.1428 ﾋﾉｷ 62

69
富士市
岩淵

1885-2 132 と 31 山林 0.2692
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

61
林小班
の一部

70
富士市
岩淵

1891-1 山林 0.2000

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

71
富士市
中之郷

4296-43 134 ほ 78 山林 0.0289 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 61
林小班
の一部

2021.7.30
５年

(2027.3.31)

72
富士市
中之郷

4296-44 134 ほ 79 山林 0.0449
ｽｷﾞ,ﾋﾉ
ｷ,広葉
樹

61
林小班
の一部

73
富士市
中之郷

4483-22 134 ろ 60 山林 0.1325 ﾋﾉｷ 65

74
富士市
中之郷

4484-5 山林 0.0522

75
富士市
中之郷

4482-65 134 ほ 6 山林 0.2456 広葉樹 63

76
富士市
中之郷

4482-87 134 ほ 23 山林 0.0776 ﾋﾉｷ 65

77
富士市
中之郷

4482-183 山林 0.0199

78
富士市
中之郷

4482-185 山林 0.0053

79
富士市
中之郷

4482-34 134 は 45 山林 0.1781 ﾋﾉｷ 62

80
富士市
中之郷

4484-13 134 は 7 山林 0.3586 ﾋﾉｷ 65

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

81
富士市
中之郷

4482-141-
002017

134 は 62 山林 0.1400 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 55 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

82
富士市
中之郷

4484-48-
006

134 は 55 山林 0.0600 ﾋﾉｷ 57
林小班
の一部

83
富士市
中之郷

4296-64 134 へ 58 山林 0.0545 ﾋﾉｷ 41
林小班
の一部

84
富士市
中之郷

4482-85 134 ほ 24 山林 0.0398 ﾋﾉｷ 68
林小班
の一部

85
富士市
中之郷

4482-173 山林 0.0155

86
富士市
中之郷

4482-175 山林 0.0092

87
富士市
中之郷

4482-30 134 は 38 山林 0.0029 ﾋﾉｷ 63

88
富士市
中之郷

4482-31 134 は 40 山林 0.0664 ﾋﾉｷ 63

89
富士市
中之郷

4484-23 134 は 24 山林 0.0829 ﾋﾉｷ 63

90
富士市
中之郷

4484-32 山林 0.1239

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

91
富士市
中之郷

4482-25 134 は 18 山林 0.1381 ﾋﾉｷ 56 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

92
富士市
中之郷

4482-80 134 ほ 29 山林 0.0348
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

56

93
富士市
中之郷

4482-180 山林 0.0370

94
富士市
中之郷

4482-181 山林 0.0123

95
富士市
中之郷

4296-30 134 ほ 80 山林 0.0366 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 59
林小班
の一部

96
富士市
中之郷

4484-48-
001

134 は 53 山林 0.0600 ﾋﾉｷ 57

97
富士市
中之郷

4296-53 134 ほ 78 山林 0.0429 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 68
林小班
の一部

98
富士市
中之郷

4296-17 134 ほ 67 山林 0.0323 ﾋﾉｷ 83
林小班
の一部

99
富士市
中之郷

4296-136 山林 0.0016

100
富士市
中之郷

4296-65 134 へ 58 山林 0.0396 ﾋﾉｷ 41
林小班
の一部

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

101
富士市
中之郷

4484-26 134 は 28 山林 0.2350 ﾋﾉｷ 61 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

102
富士市
中之郷

4484-27 134 は 27 山林 0.1345 ﾋﾉｷ 56

103
富士市
中之郷

4482-141-
017

134 は 60 山林 0.2400 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 55
林小班
の一部

104
富士市
中之郷

4482-141-
018

134 は 69 山林 0.0600 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 53
林小班
の一部

105
富士市
中之郷

4482-141-
019

134 は 58 山林 0.0500 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 41

106
富士市
中之郷

4482-141-
020

134 は 63 山林 0.1200 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 53
林小班
の一部

107
富士市
中之郷

4256 134 ほ 85 山林 0.0568 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 70
林小班
の一部

108
富士市
中之郷

4483-24 134 ろ 62 山林 0.3335 ﾋﾉｷ 67

109
富士市
中之郷

4484-7 山林 0.0247

110
富士市
中之郷

4484-31 134 は 31 山林 0.1824 ﾋﾉｷ 63

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

111
富士市
中之郷

4472 134 ほ 95 山林 0.3352
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

59 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

112
富士市
中之郷

4472 134 ほ 47 山林 0.3352
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

83

113
富士市
中之郷

4473-2 山林 0.0247

114
富士市
中之郷

4476 山林 0.0469

115
富士市
中之郷

4478 134 ほ 49 山林 0.0773 広葉樹 63

116
富士市
中之郷

4483-25 134 ろ 66 山林 0.0628 ﾋﾉｷ 59

117
富士市
中之郷

4483-27 134 ろ 64 山林 0.1213 ﾋﾉｷ 59

118
富士市
中之郷

4482-21 134 ほ 34 山林 0.2320 広葉樹 66

119
富士市
中之郷

4482-22 山林 0.0297

120
富士市
中之郷

4484-18 134 は 2 山林 0.2495 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 60

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

121
富士市
中之郷

4484-38 134 は 32 山林 0.0201 ﾋﾉｷ 60
林小班
の一部

2021.7.30
５年

(2027.3.31)

122
富士市
中之郷

4484-39 山林 0.0545

123
富士市
岩淵

1878 132 と 34-1 山林 0.1474 ﾋﾉｷ 61

124
富士市
中之郷

4482-14 134 ほ 46 山林 0.1543 ﾋﾉｷ 72

125
富士市
中之郷

4482-23 134 ほ 37 山林 0.1633 ﾋﾉｷ 73

126
富士市
中之郷

4484-36 134 は 34 山林 0.1418 ﾋﾉｷ 63

127
富士市
中之郷

4482-33 134 は 46 山林 0.2552 ﾋﾉｷ 46

128
富士市
中之郷

4468 134 ほ 45 山林 0.0148
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

73

129
富士市
中之郷

4469 134 ほ 39 山林 0.0357
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

73

130
富士市
中之郷

4470 山林 0.0201

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

131
富士市
中之郷

4482-15 山林 0.0168 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

132
富士市
中之郷

4482-16 山林 0.0056

133
富士市
中之郷

4448-1 134 ほ 41 山林 0.0069 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 56

134
富士市
中之郷

4448-2 134 ろ 47 畑 0.0267 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 50

135
富士市
中之郷

4449-1 134 ろ 49 山林 0.0010 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 56

136
富士市
中之郷

4449-2 畑 0.0142

137
富士市
中之郷

4482-7 山林 0.1705

138
富士市
中之郷

4482-8 山林 0.0082

139
富士市
中之郷

4483-29 山林 0.2575

140
富士市
中之郷

4483-31 山林 0.0085

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

141
富士市
中之郷

4484-1 山林 0.0463 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

142
富士市
中之郷

4258 134 ほ 82 山林 0.1834 ﾋﾉｷ 63

143
富士市
中之郷

4296-37 山林 0.0409

144
富士市
中之郷

4482-141-
025

134 は 75 山林 0.1949 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 56

145 134 は 76 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 34

146
富士市
中之郷

4300-1 134 ほ 63 山林 0.0341 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 63

147
富士市
中之郷

4482-128 山林 0.0080

148
富士市
中之郷

4462 134 ほ 44 山林 0.0452 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 56

149
富士市
中之郷

4464 山林 0.0185

150
富士市
中之郷

4482-1 山林 0.1914

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

151
富士市
中之郷

4482-9 山林 0.0195 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

152
富士市
中之郷

4482-12 134 ほ 40 山林 0.1705 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 56

153
富士市
中之郷

4482-32 134 は 39 山林 0.0317 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 56

154
富士市
中之郷

4484-24 134 は 25 山林 0.1335 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 56

155
富士市
中之郷

4482-26 134 は 19 山林 0.1236 ﾋﾉｷ 56

156
富士市
中之郷

4482-27 山林 0.0195

157
富士市
中之郷

4484-21 山林 0.0320

158
富士市
中之郷

4482-141-
026

134 は 57 山林 0.0800 ﾋﾉｷ 57

159
富士市
中之郷

4296-63 134 へ 59 山林 0.0869
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

67

160
富士市
中之郷

4482-75 134 ほ 53 山林 0.0727 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 69

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

161
富士市
中之郷

4467 134 ほ 40 山林 0.0469 ﾋﾉｷ 65
林小班
の一部

2021.7.30
５年

(2027.3.31)

162
富士市
中之郷

4484-17 134 は 3 山林 0.2161 ﾋﾉｷ 57

163
富士市
中之郷

4421-2 134 ろ 72 山林 0.0138 ﾋﾉｷ 66

164
富士市
中之郷

4483-13 山林 0.0380

165
富士市
中之郷

4427 山林 0.0224

166
富士市
中之郷

4428 山林 0.0499

167
富士市
中之郷

4446 134 ろ 52 山林 0.0856
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

66

168
富士市
中之郷

4296-16 134 ほ 68 山林 0.0480 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 59
林小班
の一部

169
富士市
中之郷

4296-131 山林 0.0034

170
富士市
中之郷

4296-74 134 へ 57 山林 0.0364 ﾋﾉｷ 58

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

171
富士市
中之郷

4296-75 山林 0.0113 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

172
富士市
中之郷

4296-79 山林 0.0337

173
富士市
中之郷

4471 134 ほ 48 山林 0.1295 ﾋﾉｷ 60

174
富士市
中之郷

4482-104 134 ほ 18 山林 0.0400 ｽｷﾞ 64

175
富士市
中之郷

4482-106 山林 0.0661

176
富士市
中之郷

4482-107 山林 0.0720

177
富士市
中之郷

4482-108 山林 0.0776

178
富士市
岩淵

1853 132 と 31 山林 0.0985
ｽｷﾞ,ﾋﾉ
ｷ,ﾋﾉｷ

61
林小班
の一部

179
富士市
岩淵

1854-1 132 と 34 山林 0.0366 ｽｷﾞ 65
林小班
の一部

180
富士市
岩淵

1855 132 と 32-1 山林 0.1223 ｽｷﾞ 65

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

181
富士市
岩淵

1855 132 と 32 山林 0.1223 ｽｷﾞ 65 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

182
富士市
岩淵

1856 山林 0.0952

183
富士市
岩淵

1860 山林 0.1276

184
富士市
岩淵

1863 山林 0.0945

185
富士市
岩淵

1864 山林 0.1411

186
富士市
岩淵

1865 山林 0.1034

187
富士市
岩淵

1866 山林 0.1200

188
富士市
岩淵

1867 山林 0.1074

189
富士市
岩淵

1870 山林 0.0912

190
富士市
岩淵

1857-1-003 132 と 24 山林 0.2113 ｽｷﾞ 53

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

191
富士市
岩淵

1857-3 132 と 27 山林 0.2259 ｽｷﾞ 60
林小班
の一部

2021.7.30
５年

(2027.3.31)

192
富士市
中之郷

4482-69 134 ほ 49 山林 0.1990
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

63

193
富士市
岩淵

1868 132 と 29 山林 0.0773 ﾋﾉｷ 56

194
富士市
岩淵

1857-1-002 132 と 29 山林 0.8000 ﾋﾉｷ 56

195
富士市
中之郷

4483-20 134 ろ 51 山林 0.1920 ﾋﾉｷ 53

196
富士市
中之郷

4484-3 山林 0.0710

197
富士市
岩淵

1751-1 132 と 41 山林 0.0621 ｽｷﾞ 56

198
富士市
岩淵

1751-2 132 と 36 田 0.0409 ﾋﾉｷ 57

199
富士市
岩淵

1751-3 132 と 37 田 0.1054 広葉樹 58

200
富士市
岩淵

1751-4 132 と 43 畑 0.0442 ｽｷﾞ 65

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

201
富士市
岩淵

1882-1 132 と 39 山林 0.3750 ﾋﾉｷ 43 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

202
富士市
岩淵

1884-1 132 と 38 山林 0.2928 ﾋﾉｷ 40

203
富士市
岩淵

1884-2 畑 0.0631

204
富士市
岩淵

1886 山林 0.0654

205
富士市
中之郷

4482-63 134 ほ 5 山林 0.4234 広葉樹 63

206
富士市
中之郷

4264-1 134 へ 55 畑 0.2516 ｽｷﾞ 45

207
富士市
中之郷

4296-70 134 へ 58 山林 0.0519 ﾋﾉｷ 41

208
富士市
中之郷

4482-83 134 ほ 25 山林 0.0691 ﾋﾉｷ 62

209
富士市
中之郷

4482-169 山林 0.0225

210
富士市
中之郷

4482-171 山林 0.0450

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

211
富士市
中之郷

4296-49 134 ほ 77 山林 0.0320 ﾋﾉｷ 68 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

212
富士市
中之郷

4296-50 山林 0.0369

213
富士市
中之郷

4296-51 山林 0.0042

214
富士市
中之郷

4296-91 山林 0.0112

215
富士市
中之郷

4261-2 134 ほ 87 畑 0.1065 ﾋﾉｷ 62

216
富士市
中之郷

4263-1 畑 0.0116

217
富士市
岩淵

1887 132 と 47 山林 0.6145 ﾋﾉｷ 56

218
富士市
中之郷

4296-38 134 ほ 79 山林 0.0492 広葉樹 61

219
富士市
中之郷

4482-47 134 は 47 山林 0.0856 ﾋﾉｷ 46

220
富士市
中之郷

4482-57 134 は 46 山林 0.0601 ﾋﾉｷ 46

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

221
富士市
中之郷

4484-33 134 は 37 山林 0.2621 ﾋﾉｷ 60 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

222
富士市
中之郷

4484-8 134 は 15 山林 0.2404 ﾋﾉｷ 62

223 134 は 13 ﾋﾉｷ 62

224
富士市
中之郷

4482-52 134 は 52 山林 0.2509 ﾋﾉｷ 46

225
富士市
中之郷

4484-11 134 は 11 山林 0.3170 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 63

226
富士市
中之郷

4482-141-
001006

134 は 61 山林 0.0600 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 55
林小班
の一部

227
富士市
中之郷

4482-141-
001007

134 は 60 山林 0.0600 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 55
林小班
の一部

228
富士市
中之郷

4482-141-
001008

134 は 63 山林 0.0600 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 55
林小班
の一部

229
富士市
中之郷

4482-141-
001009

山林 0.1500

230
富士市
中之郷

4484-48-
002

134 は 53 山林 0.2000 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 57

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

231
富士市
中之郷

4484-48-
003

134 は 54 山林 0.1000 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 57 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

232
富士市
中之郷

4484-48-
004

山林 0.1000

233
富士市
中之郷

4482-97 134 ほ 64 山林 0.0429 ﾋﾉｷ 60

234
富士市
中之郷

4482-98 山林 0.0007

235
富士市
中之郷

4296-72 134 へ 58 山林 0.0459 ﾋﾉｷ 41

236
富士市
中之郷

4482-84 134 ほ 24 山林 0.0663 ﾋﾉｷ 68

237
富士市
中之郷

4482-146 山林 0.0178

238
富士市
中之郷

4482-148 山林 0.0158

239
富士市
中之郷

4296-13 134 ほ 69 山林 0.0647 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 59

240
富士市
中之郷

4297 134 ほ 65 山林 0.4343 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 71

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

241
富士市
中之郷

4297 134 ほ 81 山林 0.4343 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 71 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

242
富士市
中之郷

4298 山林 0.0076

243
富士市
中之郷

4482-5 134 ほ 42 山林 0.1646 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 56

244
富士市
中之郷

4482-114 134 ほ 12 山林 0.0917 ﾋﾉｷ 54

245
富士市
中之郷

4466 134 ほ 45 山林 0.0409
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

64

246
富士市
中之郷

4482-10 山林 0.0198

247
富士市
中之郷

4296-8 134 ほ 71 山林 0.0909 ﾋﾉｷ 59

248
富士市
中之郷

4263-2 134 ほ 90 畑 0.1294
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

62

249
富士市
中之郷

4296-29 134 ほ 80 山林 0.0469 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 59

250
富士市
中之郷

4296-80 134 へ 57 山林 0.0160 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 59

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

251
富士市
中之郷

4296-81 山林 0.0095 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

252
富士市
中之郷

4296-82 山林 0.0049

253
富士市
中之郷

4296-115 山林 0.0080

254
富士市
中之郷

4482-101 134 ほ 19 山林 0.0776 ﾋﾉｷ 57

255
富士市
中之郷

4296-6 134 ほ 72 山林 0.0587 ﾋﾉｷ 59

256
富士市
中之郷

4482-70 134 ほ 50 山林 0.1381 ｽｷﾞ 67

257
富士市
中之郷

4482-11 134 は 22 山林 0.2247 ﾋﾉｷ 65

258
富士市
中之郷

4484-20 134 は 16 山林 0.0112 ﾋﾉｷ 56

259
富士市
中之郷

4482-53 134 は 51 山林 0.0380 ﾋﾉｷ 46

260
富士市
中之郷

4465 134 ほ 45 山林 0.2218 広葉樹 67

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

261
富士市
中之郷

4482-109 134 ほ 16 山林 0.1487 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 65 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

262
富士市
中之郷

4482-130 134 ほ 14 山林 0.3200 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 65

263
富士市
中之郷

4482-133 134 ほ 13 山林 0.0446 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 65

264
富士市
中之郷

4482-141-
001024

134 は 79 山林 0.1000 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 57
林小班
の一部

265
富士市
中之郷

4463 134 ほ 44 山林 0.0509 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 65

266
富士市
中之郷

4482-54 134 は 50 山林 0.1107 ﾋﾉｷ 45

267
富士市
中之郷

4482-73 134 ほ 52 山林 0.1256
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

63

268
富士市
中之郷

4484-9 134 は 14 山林 0.1504 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 62

269
富士市
中之郷

4484-12 134 は 8 山林 0.1619 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 62

270
富士市
中之郷

4264-2 134 へ 52 畑 0.1341
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

62

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

271
富士市
中之郷

4294-2 134 へ 56 山林 0.1637
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

62 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

272
富士市
中之郷

4294-3 山林 0.1258

273
富士市
中之郷

4296-39 134 ほ 79 山林 0.0485 ﾋﾉｷ 61

274
富士市
中之郷

4302 134 ほ 60 山林 0.1285 ﾋﾉｷ 68

275
富士市
中之郷

4303-1 134 ほ 59 山林 0.3570 ﾋﾉｷ 68

276
富士市
中之郷

4303-3 山林 0.0631

277
富士市
中之郷

4304 山林 0.0485

278
富士市
中之郷

4482-24 134 は 17 山林 0.1276 ﾋﾉｷ 56

279
富士市
中之郷

4482-110 134 ほ 18 山林 0.0333 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 56

280
富士市
中之郷

4482-186 山林 0.0457

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

281
富士市
中之郷

4482-141-
002002

134 は 73 山林 0.0369 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 62 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

282
富士市
中之郷

4482-141-
002003

134 は 72 山林 0.0366 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 62

283
富士市
中之郷

4482-141-
002004

山林 0.0469

284
富士市
中之郷

4294-1-1 134 へ 56 山林 0.5728
広葉樹,
竹,ｽｷﾞ,
ﾋﾉｷ

62

285
富士市
中之郷

4294-1-2 山林 0.2889

286
富士市
中之郷

4295 134 へ 60 山林 0.3041 ﾋﾉｷ 67

287
富士市
中之郷

4296-55 山林 0.0102

288
富士市
中之郷

4296-67 134 へ 58 山林 0.0393
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

41

289
富士市
中之郷

4296-71 山林 0.0343

290
富士市
中之郷

4482-88 134 ほ 23 山林 0.0768 ﾋﾉｷ 65

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

291
富士市
中之郷

4482-89 山林 0.0636 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

292
富士市
中之郷

4482-158 山林 0.0242

293
富士市
中之郷

4482-160 山林 0.0013

294
富士市
中之郷

4482-162 山林 0.0260

295
富士市
中之郷

4296-34 134 ほ 80 山林 0.0323 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 59

296
富士市
中之郷

4482-113 134 ほ 20 山林 0.0822 ﾋﾉｷ 64

297
富士市
中之郷

4482-192 山林 0.0234

298
富士市
中之郷

4296-27 134 ほ 80 山林 0.0505 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 59

299
富士市
中之郷

4222-1 134 へ 27 山林 0.0704 広葉樹 58

300
富士市
中之郷

4260-2 134 ほ 86 畑 0.0373
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

59

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

301
富士市
中之郷

4261-1 134 ほ 87 山林 0.3699
広葉樹,
ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ

59 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

302
富士市
中之郷

4296-15 134 ほ 67 山林 0.0656 ﾋﾉｷ 59

303
富士市
中之郷

4296-129 山林 0.0030

304
富士市
中之郷

4296-61 134 へ 59 山林 0.0409 ﾋﾉｷ 67

305
富士市
中之郷

4482-78 134 ほ 57 山林 0.1689 ｽｷﾞ,ﾋﾉｷ 62

306
富士市
中之郷

4482-19 134 は 42 山林 0.1864 ﾋﾉｷ 56

307
富士市
中之郷

4482-20 134 は 41 山林 0.2730 ﾋﾉｷ 56

308
富士市
中之郷

4482-38 134 ほ 33 山林 0.0132 ﾋﾉｷ 41

309
富士市
中之郷

4482-39 134 は 43 山林 0.0333 ﾋﾉｷ 59

310
富士市
中之郷

4482-40 134 ほ 35 山林 0.0079 ﾋﾉｷ 59

１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。





（所在地）
　静岡県富士宮市原942番地

（住所又は所在地）
　静岡県富士市永田町１丁目100番地

番号 所在 地番 林班
準
林
班

小
班

地目
面積
(ha)

現況
樹種

現
況
林
齢

備考

丙が甲にＤを
支払うべき時
期、相手方及

び方法

整理
番号

配F2

経営管理実施権の設定を受ける者
（丙）

(名称)
　株式会社白糸植物園　代表取締役 渡邊 定元

経営管理実施権を設定する市町村
（乙）

(名称)
　富士市長　小長井　義正

丙が経営管理実施権の設定を受ける森林（Ａ） 経営管理実
施権の始期

経営管理実施
権の存続期間

（終期）
（Ｂ）

経営管理実施権に基
づいて行われる経営
管理の内容（Ｃ）

木材の販売による収入から木材生産等に要する経費を控除し
てなお収益がある場合において甲に支払われるべき金銭

（Ｄ）の額の算定方法

311
富士市
中之郷

4482-41 134 ほ 36 山林 0.1742 ﾋﾉｷ 59 2021.7.30
５年

(2027.3.31)

312
富士市
中之郷

4482-42 山林 0.0390

313
富士市
中之郷

4482-72 134 ほ 51 山林 0.1818 ﾋﾉｷ 47
１.森林経営
・丙は、森林経営を受
託し、利用間伐、森林
作業道開設等の木材生
産業務及び木材販売業
務を実施する。

２.森林管理
・丙は、森林管理を受
託し、火災、病害虫及
び気象災害等の状況を
確認するため、年１回
以上、林道などの既設
道からの目視による森
林巡回を実施する。

３.森林施業
・丙が提示した企画提
案書に基づいて、丙
は、森林施業を実施す
るとともに、渓畔林に
おける伐採等は控える
など生物多様性に配慮
する。

１.甲に支払われるべき還元額の算定方法
・甲に支払われるべき還元額は、木材の販売収入の額と補助金額か
ら木材生産業務費、木材販売業務費、補助金事務手数料、森林保険
料等の森林管理費を控除した収益額をもとに算定する。

２.木材の販売収入の額の算定方法
・木材の販売収入の額については、丙が企画提案書に示した設定金
額を勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材の販売収入が殆ど得られない箇所について
は、上記の算定方法の適用外とする。

３.木材生産業務費の算定方法
・木材生産業務費については、丙が企画提案書に示した設定金額を
勘案して算定する。
　ただし、林況によって、森林を育成するための保育間伐を優先し
て実施すべき箇所や木材生産業務を実施しなかった箇所は、上記の
算定方法の適用外とする。

４.留意事項
・森林施業の実施に当たっては、木材生産業務費を補うために補助
金を適用することができる。
・丙は、補助金の支給を受けるための事務手数料を木材生産業務費
の10％以内で計上することができる。
・木材生産等に要する経費が木材の販売による収入と補助金との合
計金額を上回ってしまった場合は、丙がその差額分を負担すること
とし、甲に金銭的な負担を求めないこと。
・甲及び乙は、補助金の適用を受けるのに必要な森林経営計画を速
やかに策定できるように丙に協力すること。

１.時期
・木材生産業務
及び木材販売業
務が完了し、収
支結果が確定
後、速やかに行
う。

２.相手方及び方
法
・丙から甲にＤ
を支払うことと
し、支払方法
は、甲の指定す
る口座振込又は
甲に現金手渡し
により行う。










